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同
窓
生
の
皆
様
に
は
お
元
気
に
お
過	

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。	

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
母
校
と
同
窓
会
に
ご	

高
配
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震

と
そ
の
後
の
豪
雨
被
害
の
被
災
者
の
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
が
で
き
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
ぶ

り
の
新
紙
幣
発
行
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
の

大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
の
力
で
私
た
ち
の
心
が
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
母
校
で
は
夏
の
第
一
〇
一
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
栃
木
大
会

の
石
橋
高
校
と
の
決
勝
戦
で
は
惜
し
く

も
破
れ
準
優
勝
で
し
た
。
試
合
後
、
学

校
に
戻
り
「
準
優
勝
報
告
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
体
調
不
良
の
監
督

に
代
わ
り
コ
ー
チ
が
監
督
代
行
を
務
め

貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
学

校
長
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
、
野
球
部

保
護
者
会
代
表
、
同
窓
会
の
私
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
か
ら
は
大
切
な

仲
間
と
共
に
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
喜
び	

と
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
監
督
、
コ
ー	

チ
、
諸
先
生
方
そ
し
て
選
手
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
の
指
導
者
、
保
護
者
、
私

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
ま
す
。

「
三
年
間
努
力
し
た
こ
と
に
勝
者
も
敗

者
も
な
い
。
胸
を
張
ろ
う
。
敗
れ
た
今

日
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
一
人

に
な
っ
た
時
に
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と

に
よ
り
、
思
っ
て
い
た
気
持
ち
や
考
え
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國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い

御
支
援
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
在

校
生
は
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
校
訓
の
「
た
く
ま
し
く
」「
直
く
」「
明	

る
く
」「
さ
わ
や
か
に
」
の
も
と
、「
本	

気
で
青
春
」「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
い	

て
ほ
し
い
」「
そ
の
場
所
が
國
栃
（
コ	

コ
）
に
あ
る
～
」
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

教
育
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和	

六
年
度
の
合
言
葉
は
「
不
易
流
行
」、
江	

戸
時
代
の
俳
諧
師
松
尾
芭
蕉
の
理
念
の

一
つ
で
、
私
な
り
の
解
釈
で
す
が
「
良

き
伝
統
は
守
り
」「
新
た
な
取
り
組
み・	

挑
戦
」、
実
際
に
昨
年
に
引
き
続
き
す
べ	

て
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
た
な	

取
り
組
み
と
し
て
「
特
別
活
動
の
充
実
」	

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
放
課
後
、
土
日

祝
日
、
長
期
休
暇
中
の
時
間
を
更
に
有

効
活
用
す
る
意
味
で
、
放
課
後
、
駅
前

の
教
育
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
の
ゼ
ミ
型

の
課
外
授
業
、
現
在
、
約
二
百
名
の
生

徒
が
主
体
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
春
・
夏
・
冬
休
み
に
海
外
語
学
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
春
休
み
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
夏
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
ド

が
湧
き
出
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
大
切

に
す
る
こ
と
。
つ
ら
い
こ
と
や
、
苦
し

い
こ
と
を
体
験
し
た
こ
と
は
そ
の
人
の	

強
み
に
な
る
。」
こ
の
よ
う
な
選
手
へ
の	

温
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
國
栃
な

ら
で
は
の
有
意
義
な
報
告
会
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
年
の
一
月
に
大
阪
府
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第
一
〇
四
回

全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

に
お
い
て
見
事
三
位
に
輝
い
た
チ
ー
ム

の
部
訓
は
「
一
部
員
で
あ
る
前
に
、
一

生
徒
で
あ
れ
」
と
あ
り
人
間
形
成
に
主

眼
を
置
く
教
え
が
良
い
チ
ー
ム
を
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
母
校
の
部
活
動

に
は
柔
道
部
、
陸
上
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー	

ル
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
な
ぎ
な
た
部
、
テ	

ニ
ス
部
、
応
援
部
な
ど
、
文
化
部
で
は

書
道
部
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
、
天
文
学	

部
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
、
吹
奏
楽
部
、
茶	

道
部
な
ど
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
が
ご

指
導
ご
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。『
こ

こ
で
学
び
た
い
学
校
づ
く
り
』
に
同
窓

会
挙
げ
て
応
援
致
し
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

学
校
長
　
實
島
　
範
朗

　
母
校
に
　
エ
ー
ル
を
！同窓

会
会
長
　
長
谷
川
　
孝

ディズニー・イマジネーション・キャンパス
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イ
ツ
、
そ
し
て
冬
は
上
海
。
希
望
参
加

で
し
た
が
、
生
徒
達
は
海
外
を
経
験
す

る
事
で
見
識
が
深
ま
り
、
ま
た
日
本
の	

良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
の
特
別
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
目
的
で
女
子
硬
式
野
球
部
を
創

部
し
、
四
月
か
ら
部
員
十
九
名
で
活
動

を
は
じ
め
ま
す
。
令
和
八
年
に
は
女
子	

サ
ッ
カ
ー
部
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
今
年
も
部
活
動
の
素
晴
ら
し
い
活
躍

が
あ
り
ま
し
た
。
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ	

で
は
、
柔
道
部
・
な
ぎ
な
た
部
・
バ
レ
ー	

ボ
ー
ル
部
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
ラ
グ	

ビ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
柔
道
部
の

女
子
78
㎏
級
の
酒
井
結
海
さ
ん
が
準
優

勝
、
70
㎏
級
小
林
杏
遙
さ
ん
が
五
位
、	

な
ぎ
な
た
部
の
坪
山
遙
音
さ
ん
が
三
位
、	

文
化
部
で
は
囲
碁
将
棋
部
の
黒
川
智
美

さ
ん
が
三
位
、
書
道
部
が
各
種
大
会
で

上
位
入
賞
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
〇
四
回
全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
Ｂ

シ
ー
ド
の
本
校
は
三
回
戦
で
名
門
京
都

工
学
院
（
旧
伏
見
工
）
に
磨
い
た
タ
ッ	

ク
ル
で
守
り
勝
ち
、
準
々
決
勝
で
Ａ
シ
ー	

ド
の
石
見
智
翠
館
（
島
根
）
を
完
封
。
準	

決
勝
で
は
連
覇
を
狙
う
桐
蔭
学
園
（
神

奈
川
）
に
前
半
リ
ー
ド
を
奪
い
ま
し
た

が
、
14
対
25
で
惜
敗
。
笹
本
直
希
主
将	

を
中
心
に
、
部
員
百
二
十
一
名
の
結
束
、	

絆
で
つ
か
ん
だ
価
値
の
あ
る
全
国
大
会

三
位
だ
と
思
い
ま
す
。

　
春
高
バ
レ
ー
で
は
、
生
井
達
哉
新
監

◆ 令和６年３月１日、40周年記念館にて同窓会入会式が行われました。その時のメッセージを載せます ◆

同窓会入会式でのメッセージ

 夢に向かって ! 
同窓会会長　長谷川　孝

　第62期生の皆さん、卒業おめでとうございます。そして同窓会への入会おめでとうございます。心より歓迎
いたします。
　皆さんの高校生活はコロナ禍の中での２年間とコロナが５類に移行しての１年間でした。２年生の夏には野球
部の37年ぶりの甲子園大会出場が叶い、皆さんにとって良い思い出となりました。コロナ禍の中ではオンライ
ン授業が取り入れられ、部活動、文化祭、体育祭、各種大会の中止や縮小など教育環境が大きく変わりました。 
その間、皆さんは何を思いましたか。自分と向き合い将来のこと、仲間や家族の大切さを感じたことと思います。
　さて、同窓会の目的は会員相互の親睦と母校の発展に寄与することです。母校は1960年（昭和35年）の創立
以来37,000人有余の同窓生が県内、県外、さらには海外において活躍しています。昨年は４年ぶりに31期生の
卒業30周年集いの会が開催されました。皆さんも何年か経ちクラス会やＯＢ会を開き親睦を図ってください。
また年に１回、同窓会会報誌「むらさき」を発行しますので楽しみにしてください。皆さんはここで学んだ縁を
大切にして『たくましく　直く　明るく　さわやかに』の精神で、誇りをもってそれぞれの道へ歩みだしてくだ
さい。同窓会は皆さんを応援します。

トリーア市　エレクトラル・パレスにて

督
が
全
国
大
会
初
勝
利
。
サ
ッ

カ
ー
で
は
二
年
連
続
、
そ
し
て

野
球
部
は
県
大
会
決
勝
で
敗
れ

ま
し
た
が
、
間
違
い
な
く
近
い

将
来
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

本
校
Ｏ
Ｇ
の
松
田
凜
日
選
手
、

田
中
笑
伊
選
手
、
内
海
春
菜
子

選
手
が
女
子
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー

に
出
場
。
ブ
ラ
ジ
ル
戦
で
は
、

三
名
そ
ろ
っ
て
ト
ラ
イ
を
決
め

る
活
躍
を
み
せ
、
九
位
の
結
果

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
十
月
に
は
二
十
一
期
生
還
暦

の
会
、
十
一
月
に
は
三
十
二
期

生
卒
業
三
十
年
の
集
い
の
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
担
任
や
学

年
の
先
生
を
迎
え
、
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

結
び
に
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
今
後
も
母
校
へ
の
変
わ
ら

ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
、
同
窓
生
の
皆
様
の
御

健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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令
和
五
年
度

退
職
教
職
員
一
覧

《
専　
任
》

《
非
常
勤
》

リ
ー
ン
ト
バ
ー 

ヨ
ハ
ネ
ス 

コ
ー
ネ
リ
ス

（
敬
称
略
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�����������������������������

第
六
十
二
回

同
窓
会
総
会
（
幹
事
会
）

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
㈯
　
午
後
二
時

國
學
院
大
學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー

　
第
六
十
二
回
同
窓
会
総
会（
幹
事
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
役
員
の
ほ
か
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
六
十
二
期
生
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
幹
事
に
加
え
、
名
誉
会
長
で
あ
る
實
島
範
朗
校

長
、
顧
問
の
土
田
十
教
頭
に
も
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
、
令
和
六
年
度
の
事
業
案
や
予

算
案
を
審
議
し
て
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
第
三
十
二
期
生
か	

ら「
卒
業
三
十
周
年
集
い
の
会
」開	

催
に
つ
い
て
の
案
内
が
あ
り
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

令和６年度同窓会本部役員・事務局
役　　員	 相 談 役　川福　基之（理事長）
	 名誉会長　實島　範朗（校長）
	 顧　　問　土田　　十（教頭）
本部役員	 会　　長　長谷川　孝（９期）
	 副 会 長　増山　一夫（５期）　佐藤　和男（５期）
	 　　　　　柏崎　和己（７期）　荒川　浩幸（21期）
	 会　　計　北井　達也（24期）　中村　亜紀（25期）
	 　　　　　海老沼信子（31期）
	 会計監査　加藤　春美（７期）　山田　和美（25期）
	 総　　務　山中日富美（22期）
	 理　　事　吉田　和夫（５期）　大竹　幾子（５期）
	 　　　　　神島　国治（７期）　神島　　馨（９期）
	 　　　　　福島　洋二（15期）　福島　正浩（16期）
	 　　　　　片岡　弘美（16期）　川島　正光（17期）
	 　　　　　髙橋　俊一（17期）　藪下　和弘（17期）
	 　　　　　若林　弘美（17期）　渡邉　俊夫（18期）
	 　　　　　鎌倉　博幸（18期）　保戸山陽一（19期）
	 　　　　　岩下　浩之（21期）　斎藤　　健（21期）
	 　　　　　増渕　宏和（22期）　飯沼　邦章（24期）
	 　　　　　岡部　秀幸（26期）　須田　尚男（28期）
	 　　　　　神山　拓之（29期）　漆原　康史（31期）
事 務 局	 主　　任　田原　千晶（30期）
	 　　　　　横地　夏彦（24期）　飯島　康弘（25期）
	 　　　　　新井　達雄（44期）　鎌倉絵美子（45期）
	 　　　　　長山　航貴（54期）

�����������������������������

坂
本　
一
成

島
田　
　
秋

伊
藤　
淳
一

双
木　
俊
介

河
本　
稜
太

君
島　
大
地

松
本　
範
夫

石
原　
彩
野

岩
島　
修
平

中
田　
勇
樹

小
林　
亮
介

岡
村　
弘
子

堀
部
あ
け
み

中
山　
富
夫

木
村　
凪
沙

坂
本　
充
正

小
野　
覚
久

��������������������������
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32期生 卒業30周年集いの会
　
三
十
周
年
集
い
の
会
の

開
催
に
あ
た
り
多
く
の
方

か
ら
の
ご
支
援
を
た
ま
わ

り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
二
四
年
十
一
月
二	

十
三
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
に
執
り
行

わ
れ
た
「
三
十
二
期
生
の
同
窓
会
」
で

は
百
二
十
一
名
の
同
窓
生
と
、
来
賓
十	

二
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
申
し
込
み
期
限
に
参
加
意
向
者
数

四
十
八
名
程
度
と
実
行
委
員
全
員
が
青

ざ
め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
必
死
で
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
古

典
的
で
は
あ
り
ま
す
が
案
内
を
し
ま
し

て
何
と
か
百
名
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
行
わ
れ
た
三
十
一
期
生
の
同
窓

会
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
五
名

が
発
起
人
と
な
り
、
年
明
け
に
は
実
行

委
員
十
四
名
が
決
ま
り
定
期
的
な
ミ
ー	

テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、「
参
加
し
た
同
窓
生	

が
い
か
に
楽
し
め
る
か
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た
集
い

の
会
で
し
た
。
今
回
の
同
窓
会	

で
は【
感
謝
と
エ
ー
ル
を
！
】を	

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
國
學
院
大
學
栃
木
高
等

学
校
で
多
く
の
事
を
学
び
、
か

け
が
え
の
な
い
友
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
こ
う

し
て
成
長
し
社
会
貢
献
が
で
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
恩
師
の

先
生
方
や
多
く
の
仲
間
と
昔
話

や
現
状
を
話
し
す
る
中
で
懐
か

し
さ
を
感
じ
た
と
と
も
に
、
そ

れ
以
上
に
仲
間
の
存
在
を
感
じ

る
こ
と
で
私
自
身
が
「
勇
気
と

元
気
を
も
ら
っ
た
」
そ
ん
な
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
同
じ
よ
う

に
そ
う
感
じ
た
同
窓
生
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
今
回
の
集
い

の
会
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
恩
師
の
先
生
や
同
窓
生

か
ら
「
と
て
も
良
い
同
窓
会

だ
っ
た
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
際

に
は
、
目
頭
が
熱
く
な
る
場
面
が
あ
り

上
を
向
い
て
歩
い
て
い
ま
し
た
（
笑
）

　
諸
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
国
栃
の
伝

統
行
事
は
無
事
に
三
十
三
期
生
へ
と
バ

ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
安
心
し
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
一
緒
に
活
動
を

し
て
き
た
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
大
切

な
仲
間
と
し
て
今
後
も
【
感
謝
と
エ
ー

ル
を
】
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
！

　
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
長
と
し
て
も
在
校
生
に
エ
ー
ル
を
送

り
続
け
ま
す
。

《 お 知 ら せ 》
◆卒業30周年集いの会
　 	28期生・29期生・30期生のみなさん！皆さんはコロナウイルス感染症感染拡大防止のため、集いの会開催を断念せざるを	
得ませんでした。これから、学年全体の会を開催されるなら是非ご連絡をください。【補助金を含め集いの会と同様のお
手伝いをいたします。】
◆クラス会・還暦の会
　 	クラス会には20,000円・還暦の会には250,000円の補助があります。いずれも開催日の前に所定の申請用紙を提出して
いただきます。まずはご連絡をください。

〈國學院大學栃木高等学校同窓会〉同窓会や母校のことお気軽にお問い合わせください。
 電　話：0282－22－5511（学校の代表番号です）　　MAIL：yamanaka@kokugakuintochigi.ac.jp

国
栃
の
伝
統
行
事
を
感
謝
し
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

三
十
二
期
生
　
実
行
委
員
長
　
黒
田
　
佳
克
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十
一
期
生
商
業
科
合
同
ク
ラ
ス
会

21期生 還暦の会

　
二
十
一
期
生
還
暦
の
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
普
通
科
十
ク
ラ
ス
、
商
業
科
三

ク
ラ
ス
、
全
六
百
九
十
七
名
、
う
ち
所

在
先
郵
送
五
百
三
十
五
名
、
参
加
者
百	

六
十
余
名
。

　
卒
業
三
十
周
年
同
窓
会
を
踏

ま
え
、
段
取
り
良
く
事
前
準

備
が
進
み
、
加
え
て
今
回
は
、

二
十
余
名
の
幹
事
の
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ン
機
能
を
フ
ル
活
用
し
、

所
在
不
明
者
の
住
所
整
備
も
ス

ナ
ッ
プ
写
真
の
共
有
等
々
で
ス

マ
ホ
が
大
活
躍
で
し
た
。
お
元	

気
な
六
名
の
恩
師
に
出
席
頂
き
、	

恩
師
に
付
け
た
大
き
な
徽
章
に

還
暦
の
男
子
生
徒
は
助
け
ら
れ	

た
人
も
い
た
は
ず
。
今
は
昔
、悪	

さ
を
し
た
後
の
お
仕
置
き
は
、

昭
和
の
学
生
な
ら
で
は
の
勲
章

で
し
た
が
、
今
で
は
名
物
先
生

の
握
力
も
衰
え
笑
い
話
で
す
。

同
級
生
の
夫
婦
も
多
く
、
高
校

か
ら
交
際
の
夫
婦
を
含
め
三
組

の
夫
婦
と
一
組
の
離
婚
カ
ッ
プ

ル
が
登
壇
し
て
突
っ
込
み
ど
こ

ろ
満
載
で
楽
し
い
会
で
し
た
。

立
派
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
、式
次
第
や
校
歌
は
必
須
、

全
参
加
者
氏
名
掲
載
、
出
席
欠

席
の
恩
師
の
当
時
の
顔
写
真
と

共
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
保
存

版
で
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
先

生
の
前
で
は
、
私
た
ち
は
生
徒

で
し
た
。

　
令
和
六
年
十
一
月
三
日
㈰
、
サ
ン
プ

ラ
ザ
栃
木
に
て
商
業
科
第
十
一
期
卒
業

生
の
三
ク
ラ
ス
合
同
に
よ
る
古
希
記
念

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
恩
師
で
あ

る
西
村
俊
太
郎
先
生
、
中
信
先
生
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
お
元
気
な
近
況
を

伺
え
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

し
た
。
卒
業
か
ら
五
十
一
年
の
年
月
が

流
れ
る
中
、
各
ク
ラ
ス
で
の
会
合
を
重

ね
つ
つ
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
は

還
暦
記
念
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

國
學
院
在
学
中
の
三
年
間
を
共
に
過
ご

し
た
仲
間
と
古
希
を
迎
え
て
再
会
で
き

た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
感
慨
深
い

も
の
で
し
た
。

　
一
方
で
、
逝
去
さ
れ
た
十
三
名
の
友

に
黙
祷
を
捧
げ
、
月
日
の
流
れ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
七
十
歳

と
い
う
節
目
を
迎
え
た
喜
び
や
人
生
の	

思
い
出
を
一
人
ひ
と
り
が
語
り
合
い
、和	

や
か
で
温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
時
間

が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
校
歌

斉
唱
や
「
あ
の
素
晴

ら
し
い
愛
を
も
う
一

度
」「
太
陽
が
く
れ

た
季
節
」
を
皆
で
合

唱
し
、
懐
か
し
い
青

春
時
代
に
思
い
を
馳

せ
る
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
同
窓
会
は
、	

こ
れ
か
ら
も
続
く
友	

情
を
確
か
め
合
い
、	

ブ
ラ
ボ
ー
わ
が
人
生
、	

健
康
長
寿
を
願
い
な	

が
ら
、新
た
な
ス
タ
ー	

ト
を
祝
う
素
晴
ら
し

い
集
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。代

表
幹
事

澤
田
　
信
一

中
村
　
憲
二

宇
賀
　
孝
夫

��������������������������������������������������������

宝
物
～
何
歳
に
な
っ
て
も
恩
師
の
前
で
は
生
徒

二
十
一
期
生
　
実
行
委
員
長
　
荒
川
　
浩
幸
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こ
の
た
び
、
プ
ロ
野
球
・
埼
玉
西
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
フ
ァ
ー
ム
監
督
に
就

任
し
ま
し
た
小
関
竜
也
さ
ん
に
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
学
三
年
の
時
、
野
球
の
強
い
所
か
、	

進
学
が
望
め
る
公
立
の
進
学
校
か
悩
ん

で
い
る
時
、
現
在
校
長
を
し
て
い
る
實

島
監
督
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
甲

子
園
と
進
学
、
両
方
を
狙
え
る
と
國
栃

へ
の
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
實
島
監
督

の
教
え
は
、
自
分
で
考
え
て
答
え
を
出

す
と
い
う
教
え
。
悩
ん
で
も
簡
単
に
は	

答
え
を
教
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。	

そ
の
代
わ
り
、
見
つ
け
た
答
え
は
間
違

い
な
く
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
、
成
長

を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
三
十
年

前
の
体
育
会
系
で
最
先
端
の
指
導
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
國
栃
で
の
三
年
間
は
本
当
に
充
実
し

た
毎
日
で
、
き
ち
ん
と
し
た
上
下
関
係

は
あ
り
ま
し
た
が
、
良
き
先
輩
方
や
か

わ
い
い
後
輩
達
、
そ
し
て
最
高
の
同
級

生
達
と
甲
子
園
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、
毎
日
毎
日
懸
命
に
白
球
を
追
っ
て	

い
た
日
々
は
、
何
者
に
も
代
え
難
い
、最	

高
の
経
験
で
あ
り
、
忘
れ
る
事
の
出
来	

な
い
最
高
の
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。	

一
年
生
か
ら
試
合
に
出
し
て
も
ら
っ
て

い
た
私
自
身
の
力
不
足
も
あ
り
、
甲
子

園
に
出
場
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
國
學
院
栃
木
を
選
択
し
た
私
の	

判
断
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
今
で	

も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
の
時
の

十
一
月
十
八
日
、

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ	

に
ド
ラ
フ
ト
さ
れ
、	

小
さ
い
頃
か
ら
の

夢
で
あ
っ
た
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
る	

事
が
出
来
ま
し
た
。	

プ
ロ
の
レ
ベ
ル
は

高
く
、
最
初
は
体

力
的
に
も
技
術
的

に
も
つ
い
て
い
け

���

���

原
点
は
國
栃
野
球

三
十
三
期
生
　
小
関
　
竜
也
さ
ん

会
員
だ
よ
り

な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
國
栃
で
染

み
付
い
た
、
自
分
で
考
え
て
練
習
に
取

り
組
む
習
慣
が
私
を
何
と
か
プ
ロ
と
し

て
一
軍
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
ら
せ
る
た

め
の
原
動
力
に
な
っ
た
事
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
能
力
は
私
よ
り
高
い
選
手

は
沢
山
い
ま
し
た
が
、
取
り
組
む
姿
勢	

で
は
負
け
な
か
っ
た
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　
卒
業
か
ら
三
十
年
経
っ
た
今
年
、
埼

玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
フ
ァ
ー
ム
監
督

に
就
任
し
ま
し
た
。
選
手
の
野
球
人
生

を
背
負
う
責
任
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
選
手
に
は
充
実
し
た
野
球
人

生
を
送
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。
夢
半
ば
で

辞
め
て
い
く
選
手
も
沢
山
い
る
か
ら
で

す
。
そ
の
為
に
も
私
の
原
点
で
あ
る
自

分
で
考
え
る
力
、
高
い
意
識
を
持
っ
た

選
手
を
育
成
し
、
良
い
チ
ー
ム
を
作
っ

て
行
き
た
い
で
す
。
國
栃
野
球
、
實
島

野
球
の
卒
業
生
と
し
て
、
誇
り
を
持
っ

て
、
プ
ロ
の
世
界
で
実
証
を
示
し
て
い

き
ま
す
。

��������������������������������������������������������

ク
ラ
ス
会 

開
催
一
覧 

令
和
六
年
四
～
十
二
月

十
一
期
生
　
普
三
年
八
組

令
和
六
年
五
月
十
八
日
㈯

十
一
期
生
　
普
三
年
五
組

令
和
六
年
六
月
二
日
㈰

十
一
期
生
　
普
三
年
七
組

令
和
六
年
六
月
二
日
㈰

二
十
一
期
生
　
普
三
年
三
組

令
和
六
年
七
月
十
三
日
㈯
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十
六
期
生
　
普
三
年
七
組

令
和
六
年
七
月
二
十
一
日
㈰

十
三
期
生
　
普
三
年
二
組

令
和
六
年
八
月
二
十
五
日
㈰

十
四
期
生
　
普
三
年
十
組

令
和
六
年
十
月
十
三
日
㈰

十
九
期
生
　
普
三
年
五
組

令
和
六
年
十
一
月
十
日
㈰

そ
の
他
：
二
十
五
期
生
普
三
年
六
組
、
令
和
六
年
七
月
六
日
㈯
開
催

◆	

ク
ラ
ス
会
は
一
～
三
年
生
の
全
て
の
ク
ラ
ス
が
対
象
で
す
。
い
ず
れ
も
一
年
度

に
一
回
の
開
催
な
の
で
三
回
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
四
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

《
会
費
納
入
者
芳
名
》

　【
令
和
五
年
度
分
】
氏
名
上
の
数
字
は
卒
業
期
。（
　
）
内
は
旧
姓

　
二
万
円

3
青
柳
庸
子（
早
乙
女
）

3
佐
藤
シ
ゲ
子（
青
木
）

4
亀
田
保
夫

4
羽
山
直
克

5
池
田
道
夫

5
谷
島
美
知
枝（
田
沼
）

6
堀
内
由
美
子（
大
木
）

7
渡
邉
操

8
匿
名
希
望
者

9
坂
巻
操（
高
島
）

10
岡
忠
昭

11
早
乙
女
住
子（
高
橋
）

12
大
久
保
庸
子（
青
木
）

12
桑
原
俊
子（
赤
間
）

12
毛
部
川
良
子（
関
根
）

13
並
木
隆

14
匿
名
希
望
者

15
山
田
義
則

16
高
際
ひ
ろ
み（
並
木
）

17
礒
部
文
子（
塚
越
）

17
高
見
沢
マ
リ

17
中
山
裕
子（
奥
貫
）

18
小
菅
幸
百
合（
大
出
）

18
菅
沼
博

18
和
賀
井
幸
子

19
井
花
久
子（
岩
瀬
）

19
川
島
佐
己
子（
大
塚
）

19
田
村
美
智
子（
臼
井
）

19
福
井
保
夫

19
藤
原
美
恵
子（
五
十
川
）

22
五
月
女
善
重

22
田
名
網
順
子（
赤
塚
）

23
田
村
泰
子（
後
藤
）

24
大
澤
理
江
子（
但
木
）

24
落
合
剛

24
福
田
瑞
穂

26
佐
山
す
み
れ（
篠
﨑
）

26
宮
川
麻
理
子（
田
口
）

26
山
岸
礼
奈

　
二
万
円

28
北
尾
滋
敏

28
君
島
広
樹

28
関
根
隆
行

28
古
澤
正
克

29
神
山
拓
之

29
中
野
内
圭
子（
鈴
木
）

30
上
原
優
子（
白
﨑
）

30
早
乙
女
清
隆

30
田
村
寧
健

30
野
々
平
武
男

30
森
下
直
美（
坂
本
）

31
相
子
英
恵（
若
林
）

31
阿
部
倫
子（
福
田
）

31
上
野
裕
美（
荒
川
）

31
漆
原
康
史

31
大
竹
慎
次

31
澁
田
雅
史

31
庭
山
美
由
紀（
阿
部
）

31
橋
本
晋
大
朗

31
宮
﨑
孝
平

31
大
木
亘

　
一
万
円

8
匿
名
希
望
者

11
大
嶋
孝
子（
福
富
）

12
毛
塚
テ
ル
子（
早
乙
女
）

　
五
千
円

3
菅
野
豊
子（
松
島
）

5
細
川
純
治

　
二
千
円

1
天
野
幸
枝（
小
林
）

1
鈴
木
暁
子（
加
山
）

3
中
野
ミ
サ
子（
白
沢
）

3
野
澤
民
子（
青
柳
）

5
知
久
光
男

7
糸
井
良
治（
古
内
）

9
今
井
不
二
夫（
和
賀
井
）

9
岡
田
清

10
竹
内
秀
夫

10
中
島
敏
雄

　
二
千
円

11
稲
見
惠
子（
福
田
）

11
宇
賀
孝
夫

11
澤
田
信
一

11
島
田
玲
子

11
諏
訪
雅
俊

11
福
富
善
明

13
吉
田
好
伸

15
梅
澤
静
子

16
瓦
井
恵
子（
日
笠
）

16
瀧
澤
重
男

16
間
中
重
男

17
新
井
登
代
子（
中
山
）

18
大
貫
幸
子（
北
原
）

19
松
田
安
紀

20
小
湊
充

21
田
中
富
太
郎

21
蘇
原
め
ぐ
み（
山
根
）

22
阿
久
津
豊

22
比
護
純
子（
関
塚
）

22
布
施
直
人

23
佐
々
木
暁
子（
小
島
）

23
高
村
政
司

23
村
田
浩
子（
桐
敷
）

23
山
口
淑
子

24
北
嶋
直
樹

24
北
嶋
ひ
ろ
み（
丸
山
）

24
山
本
賢

25
中
島
正
高

26
田
邉
日
出
幸

27
岩
瀬
裕
彦

28
金
澤
徹

28
吉
田
恵（
飯
田
）

29
田
中
利
尚

30
小
國
祐
子（
黒
須
）

30
三
瓶
正
弘

31
岩
﨑
等

31
菊
地
幸
恵（
茂
呂
）

　
令
和
七
年
度
高
等
学
校
に
女
子
硬
式

野
球
部
が
創
部
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
さ

ん
が
女
子
野
球
の
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
等
で
多
く
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
に
は
今
年
度

八
月
に
栃
木
市
が
、
一
般
社
団
法
人
全

日
本
女
子
野
球
連
盟
よ
る
「
女
子
野
球

タ
ウ
ン
」に
認
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

内
外
の
要
望
も
高
ま
り
創
部
に
至
っ
た

と
の
こ
と
。

　
初
代
総
監
督
に
は
實
島
範
朗
校
長
・

監
督
に
は
五
十
四
期
生　
矢
口
隼
大
が

就
任
。
夏
に
は
兵
庫
県
で
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
他
の
部
活
と
同
様
に

同
窓
会
は
応
援
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
是
非
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

女
子
硬
式
野
球
部

創
　
部
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〈
運
動
部
〉

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
北
部
九
州
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
が
七
月
二
十
五
日
㈭
～
八
月
十
四

日
に
開
催
さ
れ
、
柔
道
部
・
な
ぎ
な
た

部
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
が
出
場
し
た
。
柔
道
部
は
酒
井
結

海
選
手
が
準
優
勝
、
小
林
杏
遙
選
手
が

五
位
に
入
賞
。
な
ぎ
な
た
部
は
坪
山
遙

音
選
手
が
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◇
柔
道
部

◇
な
ぎ
な
た
部

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◇
ラ
グ
ビ
ー
部

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
一
〇
四
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
二
月
二
十
七

日
か
ら
開
催
さ
れ
、
母
校
ラ
グ
ビ
ー
が	

出
場
。
明
和
県
央
高
（
群
馬
）、
京
都
工	

学
院
（
京
都
）、
石
見
智
翠
館
（
島
根
）	

と
の
試
合
を
制
し
て
順
調
に
駒
を
進
め
、	

準
決
勝
で
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）
と
の

試
合
に
敗
れ
た
。
日
本
中
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
選
手
た

ち
は
体
調
管
理
に
も
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
の
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
見
事

に
三
位
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果
を
残	

し
た
。
ま
た
、	

こ
の
大
会
報

告
が
一
月
の

始
業
式
で
行

わ
れ
、
そ
の

様
子
は
と
ち

ぎ
テ
レ
ビ
で

も
紹
介
さ
れ

た
。

第
六
十
一
回
国
学
院
祭
「
一
蓮
托
生
」

本
気
で
青
春

君
の
輝
く
場
所
が
國コ

栃コ

に
あ
る

　
テ
ー
マ
の
「
一
蓮
托
生
」
と
い
う
言

葉
は
、
悪
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
良
い
こ

と
も
行
動
や
運
命
を
と
も
に
す
る
、
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
仲
間
と
の
絆
を
強

め
た
い
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

文 

化 

祭

　
文
化
祭
は
九
月
十
四
日
㈯
、
十
五
日

㈰
に
開
催
さ
れ
、
両
日
と
も
多
く
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。
近
年
ク
ラ
ス
参
加
で	

人
気
が
あ
る
の
は
参
加
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ	

ン
や
映
像
制
作
。
来
場
者
が
楽
し
め
る

よ
う
に
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
た
。
文
化
部
は
公
演
や
展
示
な

ど
で
普
段
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
て

い
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
ク
ラ
ス
、
部

活
単
位
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
の
公
演

も
あ
り
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
見
せ

る
機
会
の
少
な
い
特
技
を
披
露
し
て
来

場
者
を
魅
了
し
た
。

体 

育 

祭

　
体
育
祭
は
十
月
二
日
㈫
に
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
天
候	

に
恵
ま
れ
、
学
年
種
目
、一
般
種
目
、
部	

対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目

で
競
い
合
っ
た
。

【
学
年
種
目
】

一
年　
「
足
並
み
そ
ろ
え
て
」

（
ム
カ
デ
リ
レ
ー
）

二
年　
「
大
平
台
リ
レ
ー
」

（
障
害
物
競
走
リ
レ
ー
）

三
年　
「
担
任
送
り
」　
（
仮
装
リ
レ
ー
）

　
か
つ
て
の
「
國
高
リ
レ
ー
」
は
一
年

生
の
学
年
種
目
か
ら
、
現
在
で
は
「
國

栃
リ
レ
ー
」
と
し
て
全
学
年
で
の
種
目

と
な
り
、
学
年
ご
と
の
レ
ー
ス
で
上
位

二
位
に
入
っ
た
ク
ラ
ス
が
決
勝
に
進
出

し
、
國
栃
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
定
す
る

形
と
な
っ
て
お
り
、
会
場
全
体
が
大
い

に
盛
り
上
が
る
種
目
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
「
借
り
人
競
争
」
で
は
、
お
題
が
書

か
れ
た
カ
ー
ド
を
手
に
選
手
が
観
客
席

を
か
け
ま
わ
る
姿
が
見
ら
れ
る
、
楽
し

い
種
目
だ
。
観
客
も
傍
観
者
で
は
い
ら

れ
ず
、
思
い
が
け
ず
選
手
に
手
を
引
か

れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
走
り
出
て
行
く
こ

と
に
な
っ
た
り
す
る
。

小林選手（左）と酒井選手（右）

部
活
動
の
活
躍

準決勝での坪山選手（左）

春高バレー 35年連続出場
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屋内売店

▲

（S3の1、S3の2）
憩いのひととき

▲ 『君に届け
この音色』

　（筝曲部）

スターツアーズ（B3の2）銀河系をご案内

選手宣誓

▲

（開会式）


